
平成２５年１１月２８日

教 育 委 員 会 室

秋 田 市 教 育 委 員 会
平成２５年１１月定例会

（資 料）

【資料目次】

協議事項

(1) 平成２５年度「新成人のつどい」について … １

教育長等の報告

(1) 平成２５年１１月補正予算（案）に関する件

・平成２５年１１月補正予算（案）に関する件 … ３

・泉中学校突風被害への対応について … ５

・箇所図 … ６



- 1 -

平成２５年度「新成人のつどい」について

１ 開催目的

新成人の門出を祝福する記念行事をとおして、今後の社会を担う新成人と

しての責任と自覚を促すとともに、ふるさと秋田への誇りや愛着を高める機

会とする。

２ 開催日時および会場

(1) 日時 平成２６年１月１２日（日曜日）

午後１時から午後３時まで（午前１１時３０分開場）

(2) 会場 秋田市立体育館（所在地 秋田市八橋本町六丁目１２番２０号）

３ 参加対象者

平成５年４月２日から平成６年４月１日までに出生し、過去又は現在秋田

市に居住した者および秋田市に学校や勤務先があり、秋田市外から通ってい

る者とする。

４ 実施内容

新成人のつどいにおける実施内容は、次のとおりとする。

(1) 式典

ア 開会

イ 国歌斉唱

ウ 市長あいさつ

エ 新成人の抱負（運営協力委員会代表者２名）

オ 万歳三唱（秋田市議会議長）

(2) アトラクション（運営協力委員会進行）

ア 合唱（はばたけ秋田っ子）

イ ビデオメッセージ

ウ ハタチの君へ今届けたい ～サクラメントLIVE2014～

エ ふれあいタイム（中学校の恩師・友だち）

定例会資料：協議事項(1)
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５ 開催に関する周知方法

新成人のつどいの実施内容等は、次の各号に定めるもののほか、報道等を

通じて開催前まで適宜周知するものとする。

(1) 広報誌等の活用

広報あきた、秋田市ホームページおよび新聞等に実施内容を掲載する。

(2) はがきによる案内

秋田市に住民登録をしている新成人対象者には、個別にはがきを送付し、

案内する。

６ 参加者への留意事項

新成人のつどいの円滑な運営を図るため、参加者への留意事項を次の各号

のとおり定める。

(1) 会場内外において、参加者および関係者に迷惑行為を及ぼすおそれのあ

る者ならびに主催者側の指導および注意等に従わない者については、入場

を禁止する。

(2) 酒類や周囲の迷惑となる物の持込みや飲酒者の入場は禁止する。

(3) 式典中の私語、携帯電話の使用は禁止する。

(4) 運営の妨げとなる行為、参加者等への迷惑行為を行った者に対しては、

即時退場させるとともに、法に基づき厳正に対処するものとする。

７ その他

(1) 新成人のつどいの事務局を教育委員会生涯学習室に置く。

(2) １～６に定めるもののほか、新成人のつどいの実施に関し必要な事項は、

別に定める。



〔歳出予算補正〕
款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

10　教育費 8,960,263 84,413 9,044,676

 1　教育総務費 1,585,889 -             1,585,889

 2　小学校費 2,470,192 -             2,470,192

 3　中学校費 1,500,547 -             1,500,547

 4　高等学校費 855,518 -             855,518

 5　社会教育費 1,756,440 71,395 1,827,835

 6　保健体育費 676,432 -             676,432

 7　専修学校費 115,245 13,018 128,263

千円 千円 千円

11　災害復旧費 2 35,000 35,002

2 35,000 35,002

〔債務負担行為設定〕

平成２５年１１月補正予算（案）に関する件

 3　教育施設
　　災害復旧費

千円 千円 千円

事　　項 期　　間 限 度 額
千円

「 美 術 館 の 街 」 活 性 化 事 業 平成25年度～平成26年度 32,000
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明徳館ペレットボイラー導入事業 71,395

附属高等学院総務人件費 13,018

千円

公立学校施設災害復旧事業 35,000

内 訳

定例会資料:報告事項(1)
平成２５年１１月２８日
総　　　  務 　 　　課

千円
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泉中学校突風被害への対応について

１ 被災状況

発生場所 秋田市立泉中学校（秋田市泉北二丁目６番１号）

発生日時 平成２５年１１月７日（木）午後５時頃

被災状況 防球ネット(H=10ｍ)の倒壊 西側 L=約79ｍ 北側 L=約85ｍ

ネットフェンス(H=2.1ｍ)の倒壊 西側 L=約20ｍ 北側 L=約54ｍ

グラウンド内に近隣住宅の屋根材等の飛散物が散乱

２ 対応方針

・飛散物や倒壊した防球ネット等について、生徒たちがグラウンドをできるだけ

早く使えるように、早急に撤去する。

・復旧については、安全性と作業効率の確保から、冬期間を避けて工事に着手す

る。

３ 事業概要

① 被災工作物撤去工事

工事費 ３，３０７，５００円

工 期 平成２５年１１月２１日～平成２５年１２月１０日

※ 予備費で対応

② 災害復旧事業設計業務委託

委託費 １，２６０，０００円

期 間 平成２５年１１月２２日～平成２６年３月１０日

※ 予備費で対応

③ 公立学校施設災害復旧事業

事業費 ３５，０００，０００円（予算額）

※ １１月議会に補正予算計上

４ グラウンド状況

・グラウンド内の飛散物について、倒れた防球ネットによる影響範囲を除いて終

了しており、一部使用が可能となっている。

・グラウンド外周にあるネットフェンスの取り外しおよび防球ネット、支柱につ

いて撤去中である。

５ スケジュール（予定）

平成２５年１１月２１日 被災工作物撤去工事着手

２２日 災害復旧事業設計業務着手

平成２６年 ３月 公立学校施設災害復旧事業着手

６月 グラウンド全面使用




